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(57)【要約】
【課題】寸法を低減できる回転電機駆動ユニットを提供
する。
【解決手段】回転電機駆動ユニット１０は、第１回転電
機１２と、第２回転電機１３と、第１回転電機１２と第
２回転電機１３とを収容する回転電機ハウジング６０と
、第１回転電機１２及び第２回転電機１３の少なくとも
一方に対して電力を供給可能な電力変換部２０を有する
パワーコントロールユニット２００と、を備える。第２
回転電機１３の回転軸ＣＬ２は、第１回転電機１２の回
転軸ＣＬ１と平行、かつ、上下方向及び水平方向の少な
くとも一方向にずれて位置する。パワーコントロールユ
ニット２００の一部は、回転軸方向から見て、第１回転
電機１２の径方向において、回転電機ハウジング６０及
び第１回転電機１２の少なくとも一方と重なるように配
置されている。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１の回転電機と、
　前記第１の回転電機の回転軸と平行、かつ、上下方向及び水平方向の少なくとも一方向
にずれて位置する回転軸を有する第２の回転電機と、
　少なくとも前記第１の回転電機を収容する回転電機収容部を有する回転電機ハウジング
と、
　前記第１の回転電機及び前記第２の回転電機の少なくとも一方を制御する電力変換部を
有するパワーコントロールユニットと、
　前記第１の回転電機及び前記第２の回転電機の少なくとも一方と、前記パワーコントロ
ールユニットの前記電力変換部とを電気的に接続する接続部材と、
を備える回転電機駆動ユニットであって、
　前記パワーコントロールユニットの一部は、前記第１の回転電機及び前記第２の回転電
機の回転軸方向から見て、前記第１の回転電機の径方向において、前記回転電機ハウジン
グ及び前記第１の回転電機の少なくとも一方と重なるように配置されている、回転電機駆
動ユニット。
【請求項２】
　請求項１に記載の回転電機駆動ユニットであって、
　前記接続部材の少なくとも一部は、前記径方向から見て、前記第１の回転電機と前記回
転軸方向で重なる位置に配置されている、回転電機駆動ユニット。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の回転電機駆動ユニットであって、
　前記第１の回転電機は、
　第１のロータと、
　該第１のロータの外周を取り囲む第１のステータコア及び該第１のステータコアに装着
された第１のコイルを備える第１のステータと、を有し、
　前記電力変換部を構成する回路部品は、前記径方向から見て、前記第１のステータコア
と前記回転軸方向で重ならないように配置されている、回転電機駆動ユニット。
【請求項４】
　請求項３に記載の回転電機駆動ユニットであって、
　前記第２の回転電機は、
　第２のロータと、
　該第２のロータの外周を取り囲む第２のステータコア及び該第２のステータコアに装着
された第２のコイルを備える第２のステータと、を有し、
　前記電力変換部の前記回路部品の少なくとも一部は、前記径方向から見て、前記第２の
ステータコアと前記回転軸方向で重なるように配置されている、回転電機駆動ユニット。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか一項に記載の回転電機駆動ユニットであって、
　前記接続部材は、
　前記第１の回転電機と、前記パワーコントロールユニットの前記電力変換部とを電気的
に接続する第１の接続部材と、
　前記第２の回転電機と、前記パワーコントロールユニットの前記電力変換部とを電気的
に接続する第２の接続部材と、を有し、
　前記第１の接続部材は、第１の回転電機側連結部材と、該第１の回転電機側連結部材と
前記第１の回転電機とを電気的に接続する第１の回転電機側接続部と、前記第１の回転電
機側連結部材に連結され電気的に接続された第１の電力変換部側連結部材と、該第１の電
力変換部側連結部材と前記電力変換部とを電気的に接続する第１の電力変換部側接続部と
、を備え、
　前記第２の接続部材は、第２の回転電機側連結部材と、該第２の回転電機側連結部材と
前記第２の回転電機とを電気的に接続する第２の回転電機側接続部と、前記第２の回転電
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機側連結部材に連結され電気的に接続された第２の電力変換部側連結部材と、該第２の電
力変換部側連結部材と前記電力変換部とを電気的に接続する第２の電力変換部側接続部と
、を備え、
　前記回転軸方向から見て、
　前記第１の回転電機側連結部材及び前記第２の回転電機側連結部材は、前記第１の回転
電機の接線方向で異なる位置に配置されており、
　前記第１の回転電機の前記回転軸は、前記接線方向で前記第１の回転電機側連結部材と
前記第２の回転電機側連結部材との間に位置しており、
　前記第１の回転電機は、最外径部が、前記回転電機収容部の内側に位置する前記第１の
回転電機側連結部材の底部と、前記回転電機収容部の内側に位置する前記第２の回転電機
側連結部材の底部とを結ぶ仮想線と直交する方向において、該仮想線よりも外側に位置す
るように前記回転電機収容部に配置されている、回転電機駆動ユニット。
【請求項６】
　回転電機と、
　前記回転電機を収容する回転電機ハウジングと、
　前記回転電機を制御する電力変換部を有するパワーコントロールユニットと、
　前記回転電機と、前記パワーコントロールユニットの前記電力変換部とを電気的に接続
する接続部材と、
を備える回転電機駆動ユニットであって、
　前記パワーコントロールユニットの一部は、前記回転電機の回転軸方向から見て、前記
回転電機の径方向において、前記回転電機ハウジング及び前記回転電機の少なくとも一方
と重なるように配置されている、回転電機駆動ユニット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電動車両などに搭載される回転電機駆動ユニットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、電動車両などには回転電機駆動ユニットが搭載されている。例えば、特許文
献１には、エンジンからの動力で発電可能な発電機と、車輪を駆動する電動機と、発電機
と電動機とを収容するケースと、発電機と電動機とを制御する電力制御装置と、を備えた
回転電機駆動ユニットが開示されている。特許文献１の回転電機駆動ユニットは、発電機
と電動機とが同一の軸線上に並置され、電力制御装置がケース上に搭載されている。
【０００３】
　この種の回転電機駆動ユニットは、近年、電動車両の普及に伴い、より一層の小型化が
求められるようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】国際公開第２０１６／１２１０３２号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１の回転電機駆動ユニットは、電力制御装置が発電機及び電動
機の上方に配置されているため、回転電機駆動ユニットの寸法が大きくなってしまう、と
いう課題があった。
【０００６】
　本発明は、寸法を低減できる回転電機駆動ユニットを提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
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　本発明は、
　第１の回転電機と、
　前記第１の回転電機の回転軸と平行、かつ、上下方向及び水平方向の少なくとも一方向
にずれて位置する回転軸を有する第２の回転電機と、
　少なくとも前記第１の回転電機を収容する回転電機収容部を有する回転電機ハウジング
と、
　前記第１の回転電機及び前記第２の回転電機の少なくとも一方を制御する電力変換部を
有するパワーコントロールユニットと、
　前記第１の回転電機及び前記第２の回転電機の少なくとも一方と、前記パワーコントロ
ールユニットの前記電力変換部とを電気的に接続する接続部材と、
を備える回転電機駆動ユニットであって、
　前記パワーコントロールユニットの一部は、前記第１の回転電機及び前記第２の回転電
機の回転軸方向から見て、前記第１の回転電機の径方向において、前記回転電機ハウジン
グ及び前記第１の回転電機の少なくとも一方と重なるように配置されている。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、回転電機駆動ユニットの寸法を低減できる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の一実施形態における回転電機駆動ユニットを搭載したハイブリッド車両
の動力システムを示すブロック図である。
【図２】本発明の一実施形態における回転電機駆動ユニットを搭載したハイブリッド車両
の動力システムの駆動装置の斜視図である。
【図３】本発明の一実施形態における回転電機駆動ユニットを搭載したハイブリッド車両
の動力システムの駆動装置の上面図である。
【図４】本発明の一実施形態における回転電機駆動ユニットの回転電機ハウジング及びパ
ワーユニットハウジングを外した状態で見た斜視図である。
【図５】本発明の一実施形態における回転電機駆動ユニットの側面図である。
【図６】本発明の一実施形態における回転電機駆動ユニットを、パワーユニットハウジン
グを外した状態で見た側面図である。
【図７】図５のＡ－Ａ断面図である。
【図８】図５のＢ－Ｂ断面図である。
【図９】本発明の一実施形態における回転電機駆動ユニットを回転電機ハウジング及びパ
ワーユニットハウジングを外した状態で見た上面図である。
【図１０】本発明の一実施形態における回転電機駆動ユニットの電気回路構成を示す図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の回転電機駆動ユニットが搭載されたハイブリッド車両の一実施形態を、
添付図面に基づいて説明する。
【００１１】
＜ハイブリッド車両＞
　ハイブリッド車両１は、基本的には、駆動装置１１と、高圧バッテリＢＡＴｈと、コン
バータＣＯＮＶと、低圧バッテリＢＡＴｌと、電圧コントロールユニットＶＣＵと、第１
インバータＩＮＶ１と、第２インバータＩＮＶ２と、制御装置１４と、を備える。
【００１２】
　図１中、太い実線は機械連結を示し、二重実線は電力配線を示し、細い実線は制御線（
信号線を含む。）を示す。
【００１３】
　駆動装置１１は、それぞれベクトル制御される３相の埋込磁石構造の回転電機である第
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１回転電機１２（ＭＯＴ）及び第２回転電機１３（ＧＥＮ）と、エンジンＥＮＧと、駆動
力伝達状態切替部１５と、減速機Ｄと、を備える。
【００１４】
　駆動力伝達状態切替部１５は、エンジンＥＮＧと減速機Ｄとを直結させるクラッチ（不
図示）と、前記クラッチと減速機Ｄとの間に介装される変速機又は固定ギヤ段と、を備え
る。
【００１５】
　エンジンＥＮＧは、第２回転電機１３（ＧＥＮ）を発電機として駆動する。この場合、
第２回転電機１３（ＧＥＮ）は、エンジンＥＮＧの回転動力により駆動され電力を発生す
る。
【００１６】
　また、エンジンＥＮＧは、ハイブリッド車両１の制動時に電動機として動作する第２回
転電機１３（ＧＥＮ）により駆動され、空回り状態でクランク軸が回転する機械的負荷と
しても機能する場合がある。
【００１７】
　ハイブリッド車両１の駆動用の第１回転電機１２（ＭＯＴ）は、高圧バッテリＢＡＴｈ
及び第２回転電機１３（ＧＥＮ）の少なくとも一方からの電力供給によって電動機として
動作（力行）し、ハイブリッド車両１が走行するためのトルクを発生する。第１回転電機
１２（ＭＯＴ）で発生したトルクは、減速機Ｄを介して車輪Ｗに駆動力として伝達される
。また、第１回転電機１２（ＭＯＴ）は、ハイブリッド車両１の制動時には発電機として
動作する。
【００１８】
　高圧バッテリＢＡＴｈは、直列に接続された複数の蓄電セルを有し、例えば、１００－
３００［Ｖ］の高電圧を供給する。前記蓄電セルは、例えば、リチウムイオン電池やニッ
ケル水素電池のセルである。高圧バッテリＢＡＴｈは、キャパシタとしてもよい。
【００１９】
　コンバータＣＯＮＶは、高圧バッテリＢＡＴｈの直流出力電圧を直流のまま降圧するＤ
Ｃ／ＤＣコンバータである。
【００２０】
　低圧バッテリＢＡＴｌは、コンバータＣＯＮＶによって降圧された電圧を蓄電し、例え
ば１２［Ｖ］の定電圧を補機１６に含まれるライト等の電装品１８に供給するとともに、
制御装置１４等の直流電源とされる。
【００２１】
　ＶＣＵは、高圧バッテリＢＡＴｈの出力電圧であるＶ１電圧を、第１回転電機１２（Ｍ
ＯＴ）が電動機として動作する際の第１回転電機１２（ＭＯＴ）用の入力電圧であるＶ２
電圧に昇圧する。
【００２２】
　また、ＶＣＵは、ハイブリッド車両１の制動時に第１回転電機１２（ＭＯＴ）が発電機
として動作する際の第１回転電機１２（ＭＯＴ）の出力電圧であるＶ２電圧を降圧し、Ｖ
１電圧にする。
【００２３】
　さらに、ＶＣＵは、エンジンＥＮＧの駆動によって第２回転電機１３（ＧＥＮ）が発電
し直流に変換されたＶ２電圧を降圧し、Ｖ１電圧にする。
【００２４】
　つまり、ＶＣＵは、高圧バッテリＢＡＴｈ、第１回転電機１２（ＭＯＴ）及び第２回転
電機１３（ＧＥＮ）の間での昇降圧コンバータ（双方向電圧変換器）として機能する。
【００２５】
　ＶＣＵによって降圧されたＶ１電圧での電力は、補機１６に含まれる電動エアコンプレ
ッサ１９の駆動用電力及び／又は高圧バッテリＢＡＴｈの充電用電力として供給される。
【００２６】
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　第１インバータＩＮＶ１は、Ｖ２電圧を交流電圧に変換して３相電流を第１回転電機１
２（ＭＯＴ）に供給する（力行）。さらに、第１インバータＩＮＶ１は、ハイブリッド車
両１の制動時に第１回転電機１２（ＭＯＴ）が発電した交流電圧をＶ２電圧に変換する（
回生）。
【００２７】
　第２インバータＩＮＶ２は、エンジンＥＮＧの駆動によって第２回転電機１３（ＧＥＮ
）が発電した交流電圧を直流電圧であるＶ２電圧に変換する。また、第２インバータＩＮ
Ｖ２は、ハイブリッド車両１の制動時に第１回転電機１２（ＭＯＴ）で発電され第１イン
バータＩＮＶ１によって変換されたＶ２電圧を交流電圧に変換し３相電流を第２回転電機
１３（ＧＥＮ）に供給する場合もある。
【００２８】
　制御装置１４は、第１インバータＩＮＶ１、第１回転電機１２（ＭＯＴ）、第２インバ
ータＩＮＶ２、第２回転電機１３（ＧＥＮ）、及びＶＣＵ１２を含むベクトル制御を行う
他、エンジンＥＮＧ、駆動力伝達状態切替部１５及び補機１６の制御を行う。
【００２９】
　このハイブリッド車両１において、駆動力伝達状態切替部１５と、該駆動力伝達状態切
替部１５から両側に延びる機械連結は、エンジンＥＮＧを動力源として駆動力伝達状態切
替部１５を介し減速機Ｄを通じて車輪Ｗを駆動するときのみ使用される。なお、加速時に
は、エンジンＥＮＧと第１回転電機１２（ＭＯＴ）を利用するようにすることもできる。
【００３０】
＜ハイブリッド車両用駆動装置の配置構成＞
　図２～図４に示すように、駆動装置１１は、エンジンＥＮＧと、回転電機駆動ユニット
１０とが隣接して不図示のエンジンルーム内に配置されている。回転電機駆動ユニット１
０は、第１回転電機１２（ＭＯＴ）及び第２回転電機１３（ＧＥＮ）と、第１回転電機１
２（ＭＯＴ）及び第２回転電機１３（ＧＥＮ）を収容する回転電機ハウジング６０と、回
転電機ハウジング６０上に配置された、第１回転電機１２（ＭＯＴ）及び第２回転電機１
３（ＧＥＮ）を制御するパワーコントロールユニット２００と、を備える。
【００３１】
　図２～図９において、符号Ｆｒ、Ｒｒ、Ｌ、Ｒ、Ｕ、Ｄは、運転者から見た方向に従い
、前方、後方、左方、右方、上方、下方をそれぞれ示している。
【００３２】
＜回転電機駆動ユニットの配置構成＞
　図５及び図６に示すように、回転電機駆動ユニット１０は、第１回転電機１２と、第２
回転電機１３と、第１回転電機１２及び第２回転電機１３を収容する回転電機ハウジング
６０と、電力変換部２０を有するパワーコントロールユニット２００と、第１回転電機１
２と電力変換部２０を電気的に接続する第１接続部材１ｂと、第２回転電機１３と電力変
換部２０を電気的に接続する第２接続部材１ｃと、を備えている。
【００３３】
　第１回転電機１２の回転軸ＣＬ１及び第２回転電機１３の回転軸ＣＬ２は、平行に配置
されており、いずれも左右方向に延びている。
【００３４】
　本明細書では、説明を簡単にするために、第１回転電機１２の回転軸ＣＬ１及び第２回
転電機１３の回転軸ＣＬ２と平行な方向、すなわち、左右方向を回転軸方向ともいう。
【００３５】
　第２回転電機１３の回転軸ＣＬ２は、回転軸方向から見て、第１回転電機１２の回転軸
ＣＬ１よりも、下方かつ前方に位置するように配置されている。
【００３６】
　このように、第１回転電機１２の回転軸ＣＬ１及び第２回転電機１３の回転軸ＣＬ２を
別軸化することにより、第１回転電機１２の回転軸ＣＬ１及び第２回転電機１３の回転軸
ＣＬ２の回転軸方向の厚さ寸法の自由度を向上することができる。これにより、第１回転
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電機１２及び第２回転電機１３の回転軸方向の厚さを大きくすることができ、第１回転電
機１２及び第２回転電機１３の高出力化が可能となる。
【００３７】
　第１回転電機１２及び第２回転電機１３は、上下方向及び前後方向において、一部がオ
ーバーラップするように配置されている。また、第１回転電機１２及び第２回転電機１３
は、少なくとも一部が、左右方向（回転軸方向）においてオーバーラップする位置に配置
されている（図４参照）。これにより、回転電機駆動ユニット１０の上下方向、前後方向
、及び左右方向の寸法を、それぞれ低減できる。
【００３８】
（回転電機）
　第１回転電機１２及び第２回転電機１３は、回転電機ハウジング６０に収容されている
。
【００３９】
　第１回転電機１２は、第１ロータ１２１と、第１ロータ１２１の外周を取り囲む第１ス
テータコア１２３及び第１ステータコア１２３に装着されたＵ相、Ｖ相、Ｗ相の３相から
なる第１コイル１２４を備える第１ステータ１２２と、を有している。第１回転電機１２
の各相の第１コイル１２４は、一端同士が結線され、他端はそれぞれ第１コイル端末Ｙ１
として、第１接続部材１ｂに接続されている。
【００４０】
　第２回転電機１３は、第２ロータ１３１と、第２ロータ１３１の外周を取り囲む第２ス
テータコア１３３及び第２ステータコア１３３に装着されたＵ相、Ｖ相、Ｗ相の３相から
なる第２コイル１３４を備える第２ステータ１３２と、を有している。第２回転電機１３
の各相の第２コイル１３４は、一端同士が結線され、他端はそれぞれ第２コイル端末Ｙ２
として、第２接続部材１ｃに接続されている。
【００４１】
（パワーコントロールユニット）
　図７及び図８も参照して、パワーコントロールユニット２００は、電力変換部２０と、
電力変換部２０の左端に前後方向で並置された第１電力変換部側端子部Ｑ１及び第２電力
変換部側端子部Ｑ２と、を有する。電力変換部２０、第１電力変換部側端子部Ｑ１、及び
第２電力変換部側端子部Ｑ２は、パワーコントロールユニットハウジング７０に収容され
ている。
【００４２】
　電力変換部２０は、パワーモジュール２１と、リアクトル２２と、コンデンサユニット
２３と、抵抗器２４と、第１電流センサ２５と、第２電流センサ２６と、第３電流センサ
２７と、電子制御ユニット２８（ＭＯＴ　ＧＥＮ　ＥＣＵ）と、ゲートドライブユニット
２９（Ｇ／Ｄ　ＶＣＵ　ＥＣＵ）と、を備えた回路部品によって構成されている（図１０
参照）。
【００４３】
　図７に示すように、パワーコントロールユニット２００は、回転電機ハウジング６０の
上面に搭載されており、第２回転電機１３よりも上方に配置されている。さらに、パワー
コントロールユニット２００は、回転軸方向から見て、上下方向において、一部が、回転
電機ハウジング６０及び第１回転電機１２の少なくとも一方と重なるように配置されてい
る（図５参照）。これにより、第２回転電機１３の回転軸ＣＬ２は、回転軸方向から見て
、第１回転電機１２の回転軸ＣＬ１よりも、下方に位置しているので、第１回転電機１２
及び第２回転電機１３が同軸に配置される場合に第２回転電機１３が配置される空間に、
パワーコントロールユニット２００の少なくとも一部を配置することができる。このとき
、図８に示すように、パワーコントロールユニット２００は、パワーコントロールユニッ
トハウジング７０の最下部７０ｂが第１回転電機１２の第１ステータコア１２３の上方の
回転電機ハウジング６０の最上部６０ｐよりも下方となるように配置されている。これに
より、電力変換部２０を下方に配置することができ、回転電機駆動ユニット１０の上下寸
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法の上昇を抑制できる。
【００４４】
　図９に示すように、電力変換部２０は、上面視で、第１ステータコア１２３と重ならな
いように第１ステータコア１２３よりも右方に配置されている。これにより、第１回転電
機１２の上下方向の位置や径の大きさを変更する場合であっても、電力変換部２０を下方
に配置することができるので、回転電機駆動ユニット１０の上下寸法を低減できる。また
、車種の違い等によって第１回転電機１２の上下方向の位置が異なる場合であっても、後
述の第１接続部材１ｂ及び第２接続部材１ｃの形状又は配置位置を調整することによって
、回転電機駆動ユニット１０の上下寸法を抑制しつつ、共通の電力変換部２０を用いるこ
とが容易となる。
【００４５】
　また、電力変換部２０は、上面視で、少なくとも一部が回転軸方向において第２ステー
タコア１３３と重なるように配置されている。これにより、回転電機駆動ユニット１０の
上下寸法を低減しつつ、回転電機駆動ユニット１０の回転軸方向（左右方向）の長さが長
くなることを抑制できる。
【００４６】
（接続部材）
　図６に戻って、第１接続部材１ｂは、第１回転電機１２の第１コイル端末Ｙ１と、電力
変換部２０の第１電力変換部側端子部Ｑ１とを電気的に接続する。第２接続部材１ｃは、
第２回転電機１３の第２コイル端末Ｙ２と、電力変換部２０の第２電力変換部側端子部Ｑ
２とを電気的に接続する。
【００４７】
　第１接続部材１ｂ及び第２接続部材１ｃは、前後方向で異なる位置に配置されており、
第１回転電機１２の最上部１２ｔを前後方向で跨ぐように並置されている。すなわち、第
１回転電機１２の回転軸ＣＬ１は、前後方向で第１接続部材１ｂと第２接続部材１ｃとの
間に位置している。
【００４８】
　さらに、第１接続部材１ｂ及び第２接続部材１ｃは、回転軸方向から見て、第１回転電
機１２と重ならない位置、すなわち、第１回転電機１２の外周部に配置されている。これ
により、回転電機駆動ユニット１０の製造の際、第１接続部材１ｂ及び第２接続部材１ｃ
の組付を容易に行うことができる。
【００４９】
　また、第１接続部材１ｂは、第１回転電機１２の回転軸ＣＬ１より上方で、前後方向に
おいて、第１回転電機１２の回転軸ＣＬ１と、第１回転電機１２の第１ステータコア１２
３の後端部１２Ｒとの間に配置されている。第２接続部材１ｃは、第２回転電機１３の回
転軸ＣＬ２より上方で、前後方向において、第１回転電機１２の回転軸ＣＬ１と、第２回
転電機１３の第２ステータコア１３３の前端部１３Ｆとの間に配置されている。これによ
り、回転電機ハウジング６０内のデッドスペースを有効活用でき、回転電機駆動ユニット
１０の前後寸法を低減できる。
【００５０】
　また、回転軸方向から見て、第１回転電機１２の最上部１２ｔの位置における第１接続
部材１ｂと第２接続部材１ｃとの距離Ｄ１は、第１電力変換部側端子部Ｑ１と第２電力変
換部側端子部Ｑ２との距離ＤＱよりも長くなっている。これにより、第１回転電機１２に
大径の回転電機を用いる場合や、第１回転電機１２の回転軸ＣＬ１が上方に位置する場合
であっても、第１電力変換部側端子部Ｑ１と第２電力変換部側端子部Ｑ２との距離ＤＱに
よらず、回転電機駆動ユニット１０の上下寸法が大きくなることを抑制できる。
【００５１】
　また、図９に示すように、第１接続部材１ｂ及び第２接続部材１ｃは、上面視で、回転
軸方向で第１回転電機１２と重なる位置に配置されている。さらに、第１接続部材１ｂ及
び第２接続部材１ｃは、上面視で、回転軸方向で第２回転電機１３とも一部が重なる位置
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となっている。これにより、回転電機駆動ユニット１０の回転軸方向の長さ寸法が大きく
なるのを抑制できる。
【００５２】
　再び図６に戻って、第１接続部材１ｂは、回転電機ハウジング６０に固定されている第
１回転電機側連結部材８１と、第１回転電機側連結部材８１と第１回転電機１２の第１コ
イル端末Ｙ１とを電気的に接続する第１回転電機側接続部８１０と、パワーコントロール
ユニットハウジング７０に固定されている第１電力変換部側連結部材９１と、第１電力変
換部側連結部材９１と電力変換部２０の第１電力変換部側端子部Ｑ１とを電気的に接続す
る第１電力変換部側接続部９１０と、を備える。第２接続部材１ｃは、回転電機ハウジン
グ６０に固定されている第２回転電機側連結部材８２と、第２回転電機側連結部材８２と
第２回転電機１３の第２コイル端末Ｙ２とを電気的に接続する第２回転電機側接続部８２
０と、パワーコントロールユニットハウジング７０に固定されている第２電力変換部側連
結部材９２と、第２電力変換部側連結部材９２と電力変換部２０の第２電力変換部側端子
部Ｑ２とを電気的に接続する第２電力変換部側接続部９２０と、を備える。
【００５３】
　第１回転電機側連結部材８１及び第２回転電機側連結部材８２は、回転電機ハウジング
６０の上面に固定されている。第１回転電機側連結部材８１及び第２回転電機側連結部材
８２は、３相（Ｕ相、Ｖ相、Ｗ相）のコネクタ端子（不図示）をそれぞれ備える。第１回
転電機側連結部材８１の３相（Ｕ相、Ｖ相、Ｗ相）のコネクタ端子には、第１回転電機側
接続部８１０が接続されている。第２回転電機側連結部材８２の３相（Ｕ相、Ｖ相、Ｗ相
）のコネクタ端子には、第２回転電機側接続部８２０が接続されている。
【００５４】
　第１回転電機１２は、最上部１２ｔが、第１回転電機側連結部材８１の底部と第２回転
電機側連結部材８２の底部とを結ぶ仮想線Ｌ１よりも上方に位置するように配置されてい
る。これにより、回転電機駆動ユニット１０の上下寸法を低減できる。
【００５５】
　第１電力変換部側連結部材９１及び第２電力変換部側連結部材９２は、パワーコントロ
ールユニットハウジング７０の底面に固定されている。第１電力変換部側連結部材９１及
び第２電力変換部側連結部材９２は、３相（Ｕ相、Ｖ相、Ｗ相）のコネクタ端子（不図示
）をそれぞれ備える。第１電力変換部側連結部材９１の３相（Ｕ相、Ｖ相、Ｗ相）のコネ
クタ端子には、第１電力変換部側接続部９１０が接続されている。第２電力変換部側連結
部材９２の３相（Ｕ相、Ｖ相、Ｗ相）のコネクタ端子には、第２電力変換部側接続部９２
０が接続されている。
【００５６】
　そして、回転電機ハウジング６０の上面に配置された第１回転電機側連結部材８１及び
第２回転電機側連結部材８２と、パワーコントロールユニットハウジング７０の底面に配
置された第１電力変換部側連結部材９１及び第２電力変換部側連結部材９２とが、それぞ
れ連結することによって、第１回転電機側連結部材８１の３相のコネクタ端子と第１電力
変換部側連結部材９１の３相のコネクタ端子とが電気的に接続し、第２回転電機側連結部
材８２の３相のコネクタ端子と第２電力変換部側連結部材９２の３相のコネクタ端子とが
電気的に接続する。
【００５７】
　このように、第１回転電機側連結部材８１及び第２回転電機側連結部材８２と、第１電
力変換部側連結部材９１及び第２電力変換部側連結部材９２とが電気的に接続することで
、第１回転電機１２及び第２回転電機１３と、電力変換部２０とが電気的に接続される。
これにより、第１回転電機１２及び第２回転電機１３は、パワーコントロールユニット２
００によって制御可能になっている。
【００５８】
（回転電機ハウジング）
　回転電機ハウジング６０は、第１回転電機１２及び第２回転電機１３を収容する回転電
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機収容部６１を有する。回転電機収容部６１は、回転電機ハウジング６０の収容壁６２に
よって囲まれた空間によって形成されている。
【００５９】
　回転電機ハウジング６０の上面の収容壁６２には、第１回転電機側連結部材８１が嵌合
する第１嵌合孔６３１、及び第２回転電機側連結部材８２が嵌合する第２嵌合孔６３２が
設けられている。第１回転電機側連結部材８１は、回転電機ハウジング６０の上面から上
方に突出するように第１嵌合孔６３１に嵌合して、回転電機ハウジング６０に固定されて
いる。第２回転電機側連結部材８２は、回転電機ハウジング６０の上面から上方に突出す
るように第２嵌合孔６３２に嵌合して、回転電機ハウジング６０に固定されている。
【００６０】
　回転電機収容部６１は、回転軸方向から見て、回転電機ハウジング６０の第１嵌合孔６
３１と第２嵌合孔６３２との間に、上側に膨らむ膨らみ部６４を備える。すなわち、膨ら
み部６４は、回転軸方向から見て、第１接続部材１ｂと第２接続部材１ｃとの間で、外側
に膨らんでいる。膨らみ部６４は、回転軸方向から見て、回転電機ハウジング６０の第１
嵌合孔６３１と第２嵌合孔６３２との間の収容壁６２に形成された、回転電機収容部６１
の外側に向かって凸形状の凸壁部６２ａと、凸壁部６２ａの一対の端部６２ｂを結ぶ仮想
線Ｌ２と、によって囲まれた領域によって構成されている。第１回転電機１２は、最上部
１２ｔを含む一部が、膨らみ部６４に位置するように回転電機ハウジング６０に収容され
ている。すなわち、第１回転電機１２は、最上部１２ｔが、凸壁部６２ａの一対の端部６
２ｂを結ぶ仮想線Ｌ２よりも外側に位置するように、回転電機ハウジング６０に収容され
ている。これにより、回転電機駆動ユニット１０の上下寸法を低減できる。本実施形態で
は、回転電機収容部６１の膨らみ部６４において、第１回転電機１２は、最上部１２ｔで
、回転電機ハウジング６０の収容壁６２との距離が最も近くなっている。
【００６１】
＜回転電機駆動ユニットの電気回路構成＞
　図１０に示すように、電力変換部２０の直流コネクタ１ａには、高圧バッテリＢＡＴｈ
の正極端子ＰＢ及び負極端子ＮＢが接続されている。高圧バッテリＢＡＴｈは、バッテリ
ケースと、バッテリケース内に収容される複数のバッテリモジュールと、を備えている。
バッテリモジュールは、直列に接続される複数のバッテリセルを備えている。正極端子Ｐ
Ｂ及び負極端子ＮＢは、バッテリケース内において直列に接続される複数のバッテリモジ
ュールの正極端及び負極端に接続されている。
【００６２】
　第１回転電機１２（ＭＯＴ）は、高圧バッテリＢＡＴｈから供給される電力によって回
転駆動力（力行動作）を発生させる。第２回転電機１３（ＧＥＮ）は、回転軸に入力され
る回転駆動力によって発電電力を発生させる。ここで、第２回転電機１３には、内燃機関
の回転動力が伝達可能に構成されている。
【００６３】
　電力変換部２０は、パワーモジュール２１と、リアクトル２２と、コンデンサユニット
２３と、抵抗器２４と、第１電流センサ２５と、第２電流センサ２６と、第３電流センサ
２７と、電子制御ユニット２８（ＭＯＴ　ＧＥＮ　ＥＣＵ）と、ゲートドライブユニット
２９（Ｇ／Ｄ　ＶＣＵ　ＥＣＵ）と、を備えている。
【００６４】
　パワーモジュール２１は、第１電力変換回路部３１と、第２電力変換回路部３２と、第
３電力変換回路部３３と、を備えている。第１電力変換回路部３１は、第１接続部材１ｂ
によって第１回転電機１２に接続されている。第１電力変換回路部３１は、高圧バッテリ
ＢＡＴｈから第３電力変換回路部３３を介して入力される直流電力を３相交流電力に変換
する。第２電力変換回路部３２は、第２接続部材１ｃによって第２回転電機１３に接続さ
れている。第２電力変換回路部３２は、第２回転電機１３から入力される３相交流電力を
直流電力に変換する。第２電力変換回路部３２によって変換された直流電力は、高圧バッ
テリＢＡＴｈ及び第１電力変換回路部３１の少なくとも一方に供給することが可能である
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。
【００６５】
　第１電力変換回路部３１及び第２電力変換回路部３２の各々は、ブリッジ接続される複
数のスイッチング素子によって形成されるブリッジ回路を備えている。例えば、スイッチ
ング素子は、ＩＧＢＴ（Insulated Gate Bipolar Transistor）、又はＭＯＳＦＥＴ（Met
al Oxide Semi-conductor Field Effect Transistor）等のトランジスタである。例えば
、ブリッジ回路においては、対を成すハイサイドアーム及びローサイドアームＵ相トラン
ジスタＵＨ，ＵＬと、対を成すハイサイドアーム及びローサイドアームＶ相トランジスタ
ＶＨ，ＶＬと、対を成すハイサイドアーム及びローサイドアームＷ相トランジスタＷＨ，
ＷＬとが、それぞれブリッジ接続されている。
【００６６】
　ハイサイドアームの各トランジスタＵＨ，ＶＨ，ＷＨは、コレクタが正極端子ＰＩに接
続されてハイサイドアームを構成している。各相においてハイサイドアームの各正極端子
ＰＩは正極接続線５０ｐに接続されている。
【００６７】
　ローサイドアームの各トランジスタＵＬ，ＶＬ，ＷＬは、エミッタが負極端子ＮＩに接
続されてローサイドアームを構成している。各相においてローサイドアームの各負極端子
ＮＩは負極接続線５０ｎに接続されている。
【００６８】
　各相においてハイサイドアームの各トランジスタＵＨ，ＶＨ，ＷＨのエミッタは、接続
点ＴＩにおいてローサイドアームの各トランジスタＵＬ，ＶＬ，ＷＬのコレクタに接続さ
れている。
【００６９】
　第１電力変換回路部３１の各相において接続点ＴＩは第１接続線５１によって第１電力
変換部側端子部Ｑ１に接続されている。第１電力変換部側端子部Ｑ１は、第１接続部材１
ｂに接続されている。第１電力変換回路部３１の各相の接続点ＴＩは、第１接続線５１、
第１電力変換部側端子部Ｑ１、第１接続部材１ｂ、及び第１コイル端末Ｙ１を介して第１
回転電機１２に接続されている。
【００７０】
　第２電力変換回路部３２の各相において接続点ＴＩは第２接続線５２によって第２電力
変換部側端子部Ｑ２に接続されている。第２電力変換部側端子部Ｑ２は、第２接続部材１
ｃに接続されている。第２電力変換回路部３２の各相の接続点ＴＩは、第２接続線５２、
第２電力変換部側端子部Ｑ２、第２接続部材１ｃ、及び第２コイル端末Ｙ２を介して第２
回転電機１３に接続されている。
【００７１】
　ブリッジ回路は、各トランジスタＵＨ，ＵＬ，ＶＨ，ＶＬ，ＷＨ，ＷＬのコレクタ－エ
ミッタ間においてエミッタからコレクタに向けて順方向となるように接続されるダイオー
ドを備えている。
【００７２】
　第１電力変換回路部３１及び第２電力変換回路部３２の各々は、ゲートドライブユニッ
ト２９から各トランジスタＵＨ，ＶＨ，ＷＨ，ＵＬ，ＶＬ，ＷＬのゲートに入力されるス
イッチング指令であるゲート信号に基づき、各相のトランジスタ対のオン（導通）／オフ
（遮断）を切り替える。第１電力変換回路部３１は、高圧バッテリＢＡＴｈから第３電力
変換回路部３３を介して入力される直流電力を３相交流電力に変換し、第１回転電機１２
の３相のステータ巻線への通電を順次転流させることで、３相のステータ巻線に交流のＵ
相電流、Ｖ相電流、及びＷ相電流を通電する。第２電力変換回路部３２は、第２回転電機
１３の回転に同期がとられた各相のトランジスタ対のオン（導通）／オフ（遮断）駆動に
よって、第２回転電機１３の３相のステータ巻線から出力される３相交流電力を直流電力
に変換する。
【００７３】
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　第３電力変換回路部３３は、電圧コントロールユニット（ＶＣＵ）である。第３電力変
換回路部３３は、対を成すハイサイドアーム及びローサイドアームのスイッチング素子を
備えている。例えば、第３電力変換回路部３３は、ハイサイドアームの第１トランジスタ
Ｓ１及びローサイドアームの第２トランジスタＳ２を備えている。第１トランジスタＳ１
は、コレクタが正極端子ＰＶに接続されてハイサイドアームを構成している。ハイサイド
アームの正極端子ＰＶは正極接続線５０ｐに接続されている。第２トランジスタＳ２は、
エミッタが負極端子ＮＶに接続されてローサイドアームを構成している。ローサイドアー
ムの負極端子ＮＶは負極接続線５０ｎに接続されている。ハイサイドアームの第１トラン
ジスタＳ１のエミッタはローサイドアームの第２トランジスタＳ２のコレクタに接続され
ている。第３電力変換回路部３３は、第１トランジスタＳ１及び第２トランジスタＳ２の
各々のコレクタ－エミッタ間においてエミッタからコレクタに向けて順方向となるように
接続されるダイオードを備えている。
【００７４】
　ハイサイドアームの第１トランジスタＳ１とローサイドアームの第２トランジスタＳ２
との接続点は、第３接続線５３によってリアクトル２２に接続されている。リアクトル２
２の両端は、第１トランジスタＳ１及び第２トランジスタＳ２の接続点と、高圧バッテリ
ＢＡＴｈの正極端子ＰＢとに接続されている。リアクトル２２は、コイルと、コイルの温
度を検出する温度センサとを備えている。温度センサは、信号線によって電子制御ユニッ
ト２８に接続されている。
【００７５】
　第３電力変換回路部３３は、ゲートドライブユニット２９から第１トランジスタＳ１及
び第２トランジスタＳ２の各々のゲートに入力されるスイッチング指令であるゲート信号
に基づき、トランジスタ対のオン（導通）／オフ（遮断）を切り替える。
【００７６】
　第３電力変換回路部３３は、昇圧時において、第２トランジスタＳ２がオン（導通）及
び第１トランジスタＳ１がオフ（遮断）に設定される第１状態と、第２トランジスタＳ２
がオフ（遮断）及び第１トランジスタＳ１がオン（導通）に設定される第２状態と、を交
互に切り替える。第１状態では、順次、高圧バッテリＢＡＴｈの正極端子ＰＢ、リアクト
ル２２、第２トランジスタＳ２、高圧バッテリＢＡＴｈの負極端子ＮＢへと電流が流れ、
リアクトル２２が直流励磁されて磁気エネルギーが蓄積される。第２状態では、リアクト
ル２２に流れる電流が遮断されることに起因する磁束の変化を妨げるようにしてリアクト
ル２２の両端間に起電圧（誘導電圧）が発生する。リアクトル２２に蓄積された磁気エネ
ルギーによる誘導電圧はバッテリ電圧に重畳されて、高圧バッテリＢＡＴｈの端子間電圧
よりも高い昇圧電圧が第３電力変換回路部３３の正極端子ＰＶと負極端子ＮＶとの間に印
加される。
【００７７】
　第３電力変換回路部３３は、回生時において、第２状態と、第１状態とを交互に切り替
える。第２状態では、順次、第３電力変換回路部３３の正極端子ＰＶ、第１トランジスタ
Ｓ１、リアクトル２２、高圧バッテリＢＡＴｈの正極端子ＰＢへと電流が流れ、リアクト
ル２２が直流励磁されて磁気エネルギーが蓄積される。第１状態では、リアクトル２２に
流れる電流が遮断されることに起因する磁束の変化を妨げるようにしてリアクトル２２の
両端間に起電圧（誘導電圧）が発生する。リアクトル２２に蓄積された磁気エネルギーに
よる誘導電圧は降圧されて、第３電力変換回路部３３の正極端子ＰＶ及び負極端子ＮＶ間
の電圧よりも低い降圧電圧が高圧バッテリＢＡＴｈの正極端子ＰＢと負極端子ＮＢとの間
に印加される。
【００７８】
　コンデンサユニット２３は、第１平滑コンデンサ４１と、第２平滑コンデンサ４２と、
ノイズフィルタ４３と、を備えている。
【００７９】
　第１平滑コンデンサ４１は、高圧バッテリＢＡＴｈの正極端子ＰＢと負極端子ＮＢとの
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間に接続されている。第１平滑コンデンサ４１は、第３電力変換回路部３３の回生時にお
ける第１トランジスタＳ１及び第２トランジスタＳ２のオン／オフの切換動作に伴って発
生する電圧変動を平滑化する。
【００８０】
　第２平滑コンデンサ４２は、第１電力変換回路部３１及び第２電力変換回路部３２の各
々の正極端子ＰＩ及び負極端子ＮＩ間、並びに第３電力変換回路部３３の正極端子ＰＶ及
び負極端子ＮＶ間に接続されている。第２平滑コンデンサ４２は、正極接続線５０ｐ及び
負極接続線５０ｎを介して、複数の正極端子ＰＩ及び負極端子ＮＩ、並びに正極端子ＰＶ
及び負極端子ＮＶに接続されている。第２平滑コンデンサ４２は、第１電力変換回路部３
１及び第２電力変換回路部３２の各々の各トランジスタＵＨ，ＵＬ，ＶＨ，ＶＬ，ＷＨ，
ＷＬのオン／オフの切換動作に伴って発生する電圧変動を平滑化する。第２平滑コンデン
サ４２は、第３電力変換回路部３３の昇圧時における第１トランジスタＳ１及び第２トラ
ンジスタＳ２のオン／オフの切換動作に伴って発生する電圧変動を平滑化する。
【００８１】
　ノイズフィルタ４３は、第１電力変換回路部３１及び第２電力変換回路部３２の各々の
正極端子ＰＩ及び負極端子ＮＩ間、並びに第３電力変換回路部３３の正極端子ＰＶ及び負
極端子ＮＶ間に接続されている。ノイズフィルタ４３は、直列に接続される２つのコンデ
ンサを備えている。２つのコンデンサの接続点は、回転電機駆動ユニット１０のボディグ
ラウンド等に接続されている。
【００８２】
　抵抗器２４は、第１電力変換回路部３１及び第２電力変換回路部３２の各々の正極端子
ＰＩ及び負極端子ＮＩ間、並びに第３電力変換回路部３３の正極端子ＰＶ及び負極端子Ｎ
Ｖ間に接続されている。
【００８３】
　第１電流センサ２５は、第１電力変換回路部３１の各相の接続点ＴＩと第１電力変換部
側端子部Ｑ１とを接続する第１接続線５１に配置され、Ｕ相、Ｖ相、及びＷ相の各々の電
流を検出する。第２電流センサ２６は、第２電力変換回路部３２の各相の接続点ＴＩと第
２電力変換部側端子部Ｑ２とを接続する第２接続線５２に配置され、Ｕ相、Ｖ相、及びＷ
相の各々の電流を検出する。第３電流センサ２７は、第１トランジスタＳ１及び第２トラ
ンジスタＳ２の接続点とリアクトル２２とを接続する第３接続線５３に配置され、リアク
トル２２に流れる電流を検出する。
　第１電流センサ２５、第２電流センサ２６、及び第３電流センサ２７の各々は、信号線
によって電子制御ユニット２８に接続されている。
【００８４】
　電子制御ユニット２８は、第１回転電機１２及び第２回転電機１３の各々の動作を制御
する。例えば、電子制御ユニット２８は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）等のプロ
セッサによって所定のプログラムが実行されることにより機能するソフトウェア機能部で
ある。ソフトウェア機能部は、ＣＰＵ等のプロセッサ、プログラムを格納するＲＯＭ（Re
ad Only Memory）、データを一時的に記憶するＲＡＭ（Random Access Memory）、及びタ
イマー等の電子回路を備えるＥＣＵ（Electronic Control Unit）である。なお、電子制
御ユニット２８の少なくとも一部は、ＬＳＩ（Large Scale Integration）等の集積回路
であってもよい。例えば、電子制御ユニット２８は、第１電流センサ２５の電流検出値と
第１回転電機１２に対するトルク指令値に応じた電流目標値とを用いる電流のフィードバ
ック制御等を実行し、ゲートドライブユニット２９に入力する制御信号を生成する。例え
ば、電子制御ユニット２８は、第２電流センサ２６の電流検出値と第２回転電機１３に対
する回生指令値に応じた電流目標値とを用いる電流のフィードバック制御等を実行し、ゲ
ートドライブユニット２９に入力する制御信号を生成する。制御信号は、第１電力変換回
路部３１及び第２電力変換回路部３２の各々の各トランジスタＵＨ，ＶＨ，ＷＨ，ＵＬ，
ＶＬ，ＷＬをオン（導通）／オフ（遮断）駆動するタイミングを示す信号である。例えば
、制御信号は、パルス幅変調された信号等である。
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【００８５】
　ゲートドライブユニット２９は、電子制御ユニット２８から受け取る制御信号に基づい
て、第１電力変換回路部３１及び第２電力変換回路部３２の各々の各トランジスタＵＨ，
ＶＨ，ＷＨ，ＵＬ，ＶＬ，ＷＬを実際にオン（導通）／オフ（遮断）駆動するためのゲー
ト信号を生成する。例えば、ゲートドライブユニット２９は、制御信号の増幅及びレベル
シフト等を実行して、ゲート信号を生成する。
【００８６】
　ゲートドライブユニット２９は、第３電力変換回路部３３の第１トランジスタＳ１及び
第２トランジスタＳ２の各々をオン（導通）／オフ（遮断）駆動するためのゲート信号を
生成する。例えば、ゲートドライブユニット２９は、第３電力変換回路部３３の昇圧時に
おける昇圧電圧指令又は第３電力変換回路部３３の回生時における降圧電圧指令に応じた
デューティー比のゲート信号を生成する。デューティー比は、第１トランジスタＳ１及び
第２トランジスタＳ２の比率である。
【００８７】
　なお、本発明は、前述した実施形態に限定されるものではなく、適宜、変形、改良、等
が可能である。
【００８８】
　例えば、本実施形態では、回転電機駆動ユニット１０は、第１回転電機１２と、第２回
転電機１３との２つの回転電機を有するものとしたが、１つの回転電機を有し、回転電機
ハウジング６０に収容されていてもよい。この場合も、回転軸方向から見て、パワーコン
トロールユニット２００の一部は、上下方向において、回転電機ハウジング６０と重なる
ように配置されている。
【００８９】
　また、例えば、本実施形態では、パワーコントロールユニット２００は、回転電機ハウ
ジング６０の上面に搭載されているものとしたが、パワーコントロールユニット２００は
、回転軸方向から見て、回転電機ハウジング６０の外周面の任意の位置に搭載されていて
もよく、例えば、回転電機ハウジング６０の前面や後面に搭載されていてもよい。
【００９０】
　また、本明細書には少なくとも以下の事項が記載されている。なお、括弧内には、上記
した実施形態において対応する構成要素等を示しているが、これに限定されるものではな
い。
【００９１】
　（１）　第１の回転電機（第１回転電機１２）と、
　前記第１の回転電機の回転軸（回転軸ＣＬ１）と平行、かつ、上下方向及び水平方向の
少なくとも一方向にずれて位置する回転軸（回転軸ＣＬ２）を有する第２の回転電機（第
２回転電機１３）と、
　少なくとも前記第１の回転電機を収容する回転電機収容部（回転電機収容部６１）を有
する回転電機ハウジング（回転電機ハウジング６０）と、
　前記第１の回転電機及び前記第２の回転電機の少なくとも一方を制御する電力変換部（
電力変換部２０）を有するパワーコントロールユニット（パワーコントロールユニット２
００）と、
　前記第１の回転電機及び前記第２の回転電機の少なくとも一方と、前記パワーコントロ
ールユニットの前記電力変換部とを電気的に接続する接続部材（第１接続部材１ｂ）と、
を備える回転電機駆動ユニット（回転電機駆動ユニット１０）であって、
　前記パワーコントロールユニットの一部は、前記第１の回転電機及び前記第２の回転電
機の回転軸方向から見て、前記第１の回転電機の径方向において、前記回転電機ハウジン
グ及び前記第１の回転電機の少なくとも一方と重なるように配置されている、回転電機駆
動ユニット。
【００９２】
　（１）によれば、パワーコントロールユニットの一部は、回転軸方向から見て、第１の
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回転電機の径方向において回転電機ハウジングと重なるように配置されているので、回転
電機駆動ユニットの寸法を低減できる。
【００９３】
　（２）　（１）に記載の回転電機駆動ユニットであって、
　前記接続部材の少なくとも一部は、前記径方向から見て、前記第１の回転電機と前記回
転軸方向で重なる位置に配置されている、回転電機駆動ユニット。
【００９４】
　（２）によれば、接続部材の少なくとも一部は、径方向から見て、第１の回転電機と回
転軸方向で重なる位置に配置されているので、回転電機駆動ユニットの回転軸方向の寸法
が長くなることを抑制できる。
【００９５】
　（３）　（１）または（２）に記載の回転電機駆動ユニットであって、
　前記第１の回転電機は、
　第１のロータ（第１ロータ１２１）と、
　該第１のロータの外周を取り囲む第１のステータコア（第１ステータコア１２３）及び
該第１のステータコアに装着された第１のコイル（第１コイル１２４）を備える第１のス
テータ（第１ステータ１２２）と、を有し、
　前記電力変換部を構成する回路部品（パワーモジュール２１、リアクトル２２、コンデ
ンサユニット２３）は、前記径方向から見て、前記第１のステータコアと前記回転軸方向
で重ならないように配置されている、回転電機駆動ユニット。
【００９６】
　（３）によれば、電力変換部を構成する回路部品は、径方向から見て、第１のステータ
コアと回転軸方向で重ならないように配置されているので、第１のステータコアの位置や
径の大きさによらずに電力変換部を配置することができ、回転電機駆動ユニットの寸法を
低減できる。
【００９７】
　（４）　（３）に記載の回転電機駆動ユニットであって、
　前記第２の回転電機は、
　第２のロータ（第２ロータ１３１）と、
　該第２のロータの外周を取り囲む第２のステータコア（第２ステータコア１３３）及び
該第２のステータコアに装着された第２のコイル（第２コイル１３４）を備える第２のス
テータ（第２ステータ１３２）と、を有し、
　前記電力変換部の前記回路部品の少なくとも一部は、前記径方向から見て、前記第２の
ステータコアと前記回転軸方向で重なるように配置されている、回転電機駆動ユニット。
【００９８】
　（４）によれば、電力変換部の回路部品の少なくとも一部は、径方向から見て、第２の
ステータコアと回転軸方向で重なるように配置されているので、回転電機駆動ユニットの
回転軸方向の寸法が長くなることを抑制しつつ、回転電機駆動ユニットの径方向の寸法を
低減できる。
【００９９】
　（５）　（１）～（４）のいずれかに記載の回転電機駆動ユニットであって、
　前記接続部材は、
　前記第１の回転電機と、前記パワーコントロールユニットの前記電力変換部とを電気的
に接続する第１の接続部材（第１接続部材１ｂ）と、
　前記第２の回転電機と、前記パワーコントロールユニットの前記電力変換部とを電気的
に接続する第２の接続部材（第２接続部材１ｃ）と、を有し、
　前記第１の接続部材は、第１の回転電機側連結部材（第１回転電機側連結部材８１）と
、該第１の回転電機側連結部材と前記第１の回転電機とを電気的に接続する第１の回転電
機側接続部（第１回転電機側接続部８１０）と、前記第１の回転電機側連結部材に連結さ
れ電気的に接続された第１の電力変換部側連結部材（第１電力変換部側連結部材９１）と
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、該第１の電力変換部側連結部材と前記電力変換部とを電気的に接続する第１の電力変換
部側接続部（第１電力変換部側接続部９１０）と、を備え、
　前記第２の接続部材は、第２の回転電機側連結部材（第２回転電機側連結部材８２）と
、該第２の回転電機側連結部材と前記第２の回転電機とを電気的に接続する第２の回転電
機側接続部（第２回転電機側接続部８２０）と、前記第２の回転電機側連結部材に連結さ
れ電気的に接続された第２の電力変換部側連結部材（第２電力変換部側連結部材９２）と
、該第２の電力変換部側連結部材と前記電力変換部とを電気的に接続する第２の電力変換
部側接続部（第２電力変換部側接続部９２０）と、を備え、
　前記回転軸方向から見て、
　前記第１の回転電機側連結部材及び前記第２の回転電機側連結部材は、前記第１の回転
電機の接線方向（前後方向）で異なる位置に配置されており、
　前記第１の回転電機の前記回転軸は、前記接線方向で前記第１の回転電機側連結部材と
前記第２の回転電機側連結部材との間に位置しており、
　前記第１の回転電機は、最外径部（最上部１２ｔ）が、前記回転電機収容部の内側に位
置する前記第１の回転電機側連結部材の底部と、前記回転電機収容部の内側に位置する前
記第２の回転電機側連結部材の底部とを結ぶ仮想線（仮想線Ｌ１）と直交する方向におい
て、該仮想線よりも外側に位置するように前記回転電機収容部に配置されている、回転電
機駆動ユニット。
【０１００】
　（５）によれば、第１の回転電機は、最外径部が、第１の回転電機側連結部材の底部と
第２の回転電機側連結部材の底部とを結ぶ仮想線と直交する方向において、仮想線よりも
外側に位置するように回転電機収容部に配置されているので、回転電機駆動ユニットの寸
法を低減できる。
【０１０１】
　（６）　回転電機（第１回転電機１２）と、
　前記回転電機を収容する回転電機ハウジング（回転電機ハウジング６０）と、
　前記回転電機を制御する電力変換部（電力変換部２０）を有するパワーコントロールユ
ニット（パワーコントロールユニット２００）と、
　前記回転電機と、前記パワーコントロールユニットの前記電力変換部とを電気的に接続
する接続部材（第１接続部材１ｂ）と、
を備える回転電機駆動ユニット（回転電機駆動ユニット１０）であって、
　前記パワーコントロールユニットの一部は、前記回転電機の回転軸方向から見て、前記
回転電機の径方向において、前記回転電機ハウジング及び前記回転電機の少なくとも一方
と重なるように配置されている、回転電機駆動ユニット。
【０１０２】
　（６）によれば、パワーコントロールユニットの一部が、回転電機の回転軸方向から見
て、回転電機の径方向において、回転電機ハウジング及び回転電機の少なくとも一方と重
なるように配置されているので、回転電機駆動ユニットの寸法を低減できる。
【符号の説明】
【０１０３】
１０　回転電機駆動ユニット
１２　第１回転電機（第１の回転電機）
１２ｔ　最上部
１２１　第１ロータ（第１のロータ）
１２２　第１ステータ（第１のステータ）
１２３　第１ステータコア（第１のステータコア）
１２４　第１コイル（第１のコイル）
１３　第２回転電機（第２の回転電機）
１３１　第２ロータ（第２のロータ）
１３２　第２ステータ（第２のステータ）
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１３３　第２ステータコア（第２のステータコア）
１３４　第２コイル（第２のコイル）
１ｂ　第１接続部材（第１の接続部材）
１ｃ　第２接続部材（第２の接続部材）
２０　電力変換部
２１　パワーモジュール
２２　リアクトル
２３　コンデンサユニット
２００　パワーコントロールユニット
６０　回転電機ハウジング
６１　回転電機収容部
８１　第１回転電機側連結部材（第１の回転電機側連結部材）
８１０　第１回転電機側接続部（第１の回転電機側接続部）
８２　第２回転電機側連結部材（第２の回転電機側連結部材）
８２０　第２回転電機側接続部（第２の回転電機側接続部）
９１　第１電力変換部側連結部材（第１の電力変換部側連結部材）
９１０　第１電力変換部側接続部（第１の電力変換部側接続部）
９２　第２電力変換部側連結部材（第２の電力変換部側連結部材）
９２０　第２電力変換部側接続部（第２の電力変換部側接続部）
ＣＬ１、ＣＬ２　回転軸
Ｌ１　仮想線

【図１】 【図２】
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